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リンゴ葉 の気孔数 について

第 1報 気孔数と果実着色との関係
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1 は  し 力ゞ  き

リンゴを無袋栽培した場合 ,地域によっては有袋の時よ

り着色管理がむずかしく,無袋栽培をすすめる上での問題

となっている。

リンゴの着色には気象条件 ,栽培条件・土壌条件がそれ

ぞれ深く関わりあいをもつものとされているが), このう

ち土壌条件に関しては土壊水分も大きな要因の 1つ と考え

られており,土壌湿度と果実着色 との関係について報告)

されている。

しかし,果実の着色には前述のように多くの要因が関与

しているため,果実着色の難易に,はたして水が影響して

いるのか否か不明な点が多い。

一方. リンゴ樹の葉は,リ ンゴ樹の生育している場所の

土壌水分状態に応じて葉の形態的特長が異なっている。す

なわち,ポ ットで土壌湿度を低くしてリンゴ樹を生育させ

た場合,また乾燥型土壌で生育しているリンゴ樹の葉は ,

土壌湿度の高い状態で生育させた場合,あ るいは湿潤型土

壌で生育している葉にくらべて単位面積当りの気孔数 (以

後 ,単に員孔数と略す)が多いと報告 されている。)。

そこで筆者らは,気孔数の多少が樹の水分状態あるいは

土壌の水分状態を示す指標になるのではないかと考え,果

実着色に水分が影響するならば果実着色 と気孔数との間に

は一定の関係があるはずであると推定し,両者の関係を検

討した。

2 実験材料及び方法

(実験 1)試験場内における国光の気孔数と果実着色

1978年及び1979年 ,青森県りんc~試験場内の国光 (1978

年における樹齢は 37年生 )29樹 (1979年は26樹 )を 供試

した。供試樹は
'lπ
×91■に栽植されており無袋栽培で

ある。これらの供試樹につき,気孔数.気孔数を調査した

葉の葉面積,葉中N濃度 ,新梢長及び収穫果のアントシア

ン濃度を測定した。

気孔数測定のために9月 上旬,各供試樹より25枚の新梢

中位葉を採葉した。気rteは葉の裏側中央部付近をスンプ

法でプリントし,視野0478Jの顕微鏡で計測し,議当りの

数で表わした。なお,この葉の葉面積を紙重法により測定

した。葉中N濃度の測定のために 3月 上旬各供試樹から25

枚の新梢中位葉を採葉し,葉中 N濃度をセミミクロケルダ

ール法により測定した。新梢長は果実収穫後,日通りの高

さの新梢30本 を測 り平均値を求めた。

果実の収穫は1977年には 11月 8日 ,1978年には11月 15日

におこなった。供試果実は目通 りの高さから任意に15個採

取 し,こ れらの果実につき陽光面のアントシアン濃度 (径

l"の コルクボーラーで打ち抜 き,メ タノール塩酸で抽出

後 53011eで 吸光度を測定 )を測定した。

(実験 2)現地 5地域におけるふじの気孔数と果実着色

1979年 津軽地方の石川 ,相馬,岩木 .妙堂崎,浪岡の

5地域から樹齢が 15年生前後で開花率が40%以上の無袋ふ

じを, 1地域当り6樹から10樹供試した。

葉は 7月 下旬,各供試樹より新梢中位葉を25枚採葉し,

気孔数を測定した。果実は■月上旬,南面の日当りのよい

部位から任意に 16個採取し,陽光面のアントシアン濃度を

測定した。実験方法は実験 1と 同様である。

3 結果及び考察

(実験 1)場内における国光の気孔数と果実着色

供試樹を樹勢の指標となる各項目及び気孔数について調

査した結果は表 1の とおりで,樹間に差がみられた。

気孔数と葉面積との関係について調査した結果,1977年

及び1978年 とも負の有意な関係 (1977年 =― -0442*,

1978年・ ―-0766**)が認められた。熊代ら)は土壌湿

度の低い状態でリンゴ樹を生育させると,土壌湿度の高い

状態で生育 させた場合にくらべて葉が小さく,薄 く,単位

面積当りの気孔数が多く,表皮細胞が小さく,さ らにクテ

クラ層の厚いことを観察している。

気孔数が多く葉の小さいものを乾燥型の葉 ,気 fL数が少
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なく葉の大きいものを湿潤型の葉とすれば,上壌水分が均

―であると考えられる狭い闘場であっても乾燥型に類似し

た葉をもつ樹から湿潤型に類似するものまで混在 している

ことになる。

気孔数と果実着色 との間には 2年間とも正の強い有意な

関係図 1,1,77年 の結果のみ図示,1978年 はr_0693**)

が認められ ,気孔数が多いという乾性的形態の度合の強い

葉をもっている樹ほど果実着色が良好であった。

表 : 場内供試樹の性状 (国光 )

N 濃 度 (%)

特に土壌の水分状態と気子L数 との関係を知ることができな

かったが,望月らのは乾燥型土壌に生育しているリンゴの

葉は湿潤型土壌のそれよりも気孔数の多いことを明らかに

しており,各地域における気イL数の相違は各地域における

リンゴ樹の水分環境のちがいによって引きおこされたもの

と思 われ る。

(0')

2 01 -2 69

15 1^‐ 386

23 7-38 1

364-436

244-311

141-381

22 3-306

385-469

＋
　
＋
ギ
■

・
　
．

●

・新 梢 長 (昴

臭
枚
書
り
3∽

気 子L数 02)

気   孔   教

図 1 気孔数とアントシアン濃度 (国 光 ,1978年 )

(実験 2)現地 5地域におけるふじの気子t数 と果実着色
気子L数 と果実着色との間には ,実験 1と 同様正の有意な

関係が認められた (図 2)。

気孔数の地域性を検定したところ地域間に有意差 (F―
663ホ *)が認められ,石川 ,岩木,相馬地域が他の 21L域

よりも気孔数が多い傾向にあった。石川 ,岩木 ,相馬地域
は一般に果実着色の良好な地帯 とぃわれている。そこで果

実着色の地域性を検定したところ地域 F.0に 有意差 (r_
493**)が認められ ,石川 ,岩木地域が浪岡地区ょりも明
らかに果実着色がすぐれており,従来の観察とおおむね一

致する結果が得 られた。従って果実着色の良好な地域は気

イじ数の多い地域であるということができる。

今回 ,各地域の上壌を調査していないため ,土壌条件 ,

図 2 気孔数とアントシアン濃度 (ふ し,1979年 )

以上のように2つの実験とも気孔数と果実着色との間に

有意な関係が認められたことは,果実着色と土壌及び樹体

内の水分状態との間に密接な関係のあることを示している

ものと考えられる。

4摘 要

リンゴ葉の気■数の多少は樹体及び土壌の水分状態を反

映 しているものと考え,気孔数 と果実着色 との関係を検討
した。

1978年及び197,年 には青森県 りんこ試験場に栽植 され

ている国光につ き,1979年 には津軽地方 5地域のふじを供

試 し新梢中位葉の気子t数 と果実のアントシアン濃度との関

係を検討した結果 ,両者の間に有意な正の関係が認められ

た。
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